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想像力豊かな 読みが育つ学習指導の 工夫 

一 低学年の文学教材を 通して 一 

月 

（ 

[ 要 約 1 

この研究は，想像力豊かな 読みを育てるために・ 低学年の文学教材を 通して学習指導の 工夫を目指した 

ものであ る。 

「読み」の調査から 児童の読み ， 書き・言葉，想像力及び 国語に関する 意識の実態を 把握し・指導の 課題 

を 見つけ・二年生の 文学教材「アレクサンダとぜんまいわず み 」の学習活動を 通して個人及び 学級全体の読 

みの変容を促す 計画を立てた。 

その結果・基本的な 読みであ る音読や書く 活動を取り入れ・ 叙述に即した 読みをさせ，相互交流の 場を持 

たせる等の手だてをすることで ，想像力豊かな 読みの育ちが 確認できた。 

  口 低学年の文学教材 口 叙述に即した 読み 口想像力 ロ 豊かな読み 

Ⅰ テーマ設定の 理由 を 意図的・計画的に 持たせる。 ③書くこととで 具体 

国語科では 、 ，言語の教育を 重視し主体的に 対 化させる。 ④話し合いの 中で，内容を 広く深く捉え 

応 できる，適切な 表現力と正確な 理解 力 を育て ，高 させる。 このような手だてを 工夫することにょり 想 

葉を通して思考 カや 想像力及び言語感覚を 育てるこ 像力 豊かな読みが 育 っと考えた。 

とを基本としている。 

言葉を通して 考え，想像し 表現していくことは ， Ⅱ 研究テーマについての 基本的な 

すべての学習の 基礎であ る。 特に，低学年において 考え方 

は ・国語科は学習指導の 基礎であ り，国語の力を 確 ]  「想像力豊かな 読み」について 

実に身に付けさせてやることが 大切であ る。 学習指導要領，理解の「想像しながら 読む」の 

このような基本を 考慮しながら・ 低学年の文学教 低学年の指導事項は ， 次のように記述されている。 

材の指導を考えて い きた い，   

文学教材のねら ぃ は・読む過程で ，子供一人一人   

が 豊かな文学 体 ・験をし，その 中で豊かな感性や 心を 
  

育てることであ る。 作品の内容を 知的に理解するだ   
けでなく，感動することであ る。 そこでは，表現に   
即して豊かにイメージを 描き ， 味わい・想像豊かな 

読みが展開される。 Ⅱ 1 年・ エ 文章の内容の 大体を読み取ること。 

ところが，毎日の 授業を振り返ると．子供の 実態 2 年 オ 文章の叙述に 即して内容を 正しく 

は ・部分読みや 言葉のみの反応であ ったり， サ メ 一 読み取ろ う とすること。 
  

- ジを 描く学習が十分であ ったとはいえない。 そのた 
  

め ・学習後の変容も 少なく，豊かに 読みとらせる 指 文章の内容を 正しく読み取るために ，叙述に即 

導の工夫が足りなかったと 考えられる。 して読むことは ，基本的事項の 一つであ る。 

そこで・想像力豊かな 読みの指導は ，まず，子供 また，文章を 正確に読むと 同時に・文章表現 か 

の 興味・関心・ 意欲を大事にし「読み ， 書き ，話 ら 想像力を働かせて 自由にイメージを 描いて読む 

す， 聞く」という 言語活動が，一体化できるよ う に ことは、 文学教材を読む 大切な能力の - つであ る。 

工夫する事が 大切であ る。 それには，①一人一人の これを受けて ，研究テーマの 基本的な考え 方を 

読み ( 音読 ) の実態について 把握する，②イメージ 化 述べた い 。 
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文学の読みの 楽しさは・想像を 広げる楽しさで 

もあ る 人は文学を読む 場合，作品の 中の描写や 

叙述を手がかりに ，人物の気持ちや 情景を具体的 

に 思い描き・その 世界を楽しむ。 つまりイメージ 

化しながら読むのであ る。 このイメージ 化する働 

きが想像力であ る，文学の読みに 於い てイメージ 

化 か 特に ノ、 要となるのは 描写の文章においてであ 

る 。 人物の様子やら 理 ・情景，できごとの 様子な 

ど描写の文章から 思い描いていくのであ る。 描写 

のことばをできるだけ 具象化して動作化したり ， 

イメージ化したことを 書いたり，音声化したりし 

ながら。 人物・情景，できことをはっきりと 心に 

健やかな子どもを 育てる。 そうすることによって ， 

子供の夢は無限に 広がり，豊かな 創造力が育って 

くる。 

第三は流動性であ る。 流動性というのは、 子と， 

もの心を流動的に 動かし変化と 創造に富む働き 

をさせる。 子どもの思考や 表現の視点、 ・観点を変 

えさせて，新しい 角度からものを 見 ・ものを考え 

る 23 に仕向けることが 大切であ る 0 これが新鮮 

なイメージを 生み出す契機となる。 
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描き出していくことが 読みの楽しさにつたがる。 

文学を味わうことは ，想像力によって 次々に新 

しい世界を心の 中に作り出していくので ，表現 活 

ながら話しを 聞いたり文章を 読んだりすることが 

大切であ る。 また，理解 力 を養うための 基礎的態 

度や習慣，読む 活動に対する 意欲を養 う 時期なの せ 

動とも創造活動ともいえる。 

以上をまとめると ，想像力豊かな 読みとは，作 

品の中の言葉を 手がかりにして 主人公の気持ちや 

性 i 格を想像することであ り・また，場面の 様子や 

移り変わりを 想像することであ る。 それが，作品 

の主題につたがる 読みとなる。 

2  イメージ化について 

イメージ化の 読みの学習において 大切なこと 

は，想像力を 働かせることであ る。 想像力の働き 

が 盛んになるとイメージの 働きも盛んになり ，豊 

かで確かなイメージ 化の読みができる。 

有定 稔雄は，イメージ 化の読みの 力 を育てるた 

めには，その 前提条件として ，「感受 凹 「自由性」 

「流動性」について 配慮することが 大切であ るとし 

ている。 

第一は感受性であ る。 虹を見てはきれいだと 感 

じ．花を見ては 美しいと思い．雨にあ えばこれも 

いいなと思う。 美しいものやよいものに 対し 敏 

感に 。 美しさやよさを 感じ取ったりする 子どもを 

育てること。 これが感受性の 育成であ る。 明るく 

豊かなイメージは・こうした 鋭敏な感覚の 持ち主 

であ る子どもによってえがき 出すことができる。 

第二は，自由性であ る。 子どもはできるだけ 自 

由な雰囲気の 中で育てることが 望ましい。 のびの 

びと，おおらか - で，自由な世井の 中で，心身共に 

42 

で 十分留意する 必要があ る。 

2 年生の理解 ( 物語文を読む ) の指導で ， 次のこ 

とを工夫することが 重要であ る。 

  

  文節を つむぎ 。 なめらかに読むことができる。 

  想像をふくらませ ，簡単な書く 活動ができる。 

  再再 し手， を見て・最後まで 聞くことができる。 

  話の情景を思 い 浮かべながら 聞き，あ らすじ 

な っかみ表現することができる。 

  声の大きさや 速さを考えて ，聞き手にわかる 

  26 に話すことができる。       

4  話 い ・語句の指導 

言葉に着目した 読みの指導は ，思考力や想像力 

を 育てる有効な 方・法であ る。 それを身につけるた 

めには，豊かな 話いる 育てるこ ヒ が大切であ る。 

言 き、 ・、 とは，あ るまとまりをもった 語の群れ・ 集 

今 であ る。 例えば，母親を 表す語の集合として。 

母 ， か あ ちゃん，おふく ら ・おかあ さんなどがあ 

る 。 つまり 語ぃは ・関連あ る語句の集合としてと 

らえる。 語ぃ 指導では，ことばを 通して子どもの 

ものの見方，考え 方，感じ方を 確かなものにし 

深めていくことをねらいとしている。 

子どもは，文中にあ る 語 いからイメージをとら 

2- 
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える 時 。 子ども一人一人の 経験や想像 プ J 、 ら 多種多 

様なイメージがわいてくる。 また物語を読んでい 

{ 時も・言葉から 呼び起こされるイメージで ，王 

大公に同化した ド ), 登場人物につぎつぎに 感じた 

りすることができる。 言葉は，イメ - ジ によって 

理解され， イメージは，言葉 ( こ よって育てられる。 

また，言葉に 感じる心も育てられる。 

豊かな読みをめざす 語い の指導の申で ， 読み取 

。 ) に大切な語句 ( キーワード ) があ る。 甲斐 睦朗 

にょ れば・作品の 表現内容の語句として．①文学 

教材の内行展開にかかわる 語句 ②作品の主題に 

かかわる語句 ③人物の人間像 ( の変容りにかが 

わる語句 ①情景描写にがかわる 語句 ⑤文体・ 

語感にかかわる 語句に分けられる。 

語ぃ ・語句の指導として・ 優しい言葉は． 便 し 

い 表情，優しいしぐさと 結びつけて身につけると 

よい。 体 と結びつけてやると 効果的であ る " 

また・音読によっても ， 語い ・語句を効果的に 

身につけることができる。 音声化された 語ぃは ， 

文脈の中で意味や 使われ方が理解され ; 生 - きたこ 

とばとして捉えられていく。 そこには，ことばの 

抑揚， リズム．ひびき ，調子があ り．いろいろな 

感情が込められている。 

その他に，実物や 彼や写真，言 い 替え・動作化， 

短文作Ⅴ ) で理解させる。 また，類推・ t 比較して 

考える等があ る。 

Ⅲ 研究の内容と 方法 

， 実態調査 

(lj 調査実施日 ( 授業前 1996 年 n2nW4 日 ) 

② 調査対象 

浦添市立 T 小学校 2 年 D  組 38 人 

(3) 調査の内容と 方法 

①子供の「読み・ 書き・言葉   想像力」の 実 

態を下記の観点で 調査する， 

  国語学習における 興味・関心。 

  読みは・道徳の 本を 1 分間読む文字数， 

  書きは，教材文を 1 分間祝 写 できる文字数。 

  言葉の意味理解は。 漢字にルビを う た せ ・ 

言葉の短文作りをさせる。 

  

  物語を読んでいる 時・読んだ後の 気持ちや 

想像の項口を 複数選択して 想像力を調べる。 ・ 

  イメージ・ マソプ で調査する。 

② 国語の意識調査 

本を読む。 字を書く。 お話を聞く。 発表する， 

この結果を仮説設定に 生かし学習終了時の 

変容について 調査する。 

2  調査の結果と 課題 

1) 結 果 
① すらすら読めない 子がかる。 

② 書くのに時間がかかる。 

③言葉の意味理解が 弱い。 

④ イメージ化に 時間がかかる。 

⑥ 発表をしたがらない。 

⑥ 最後まで話を 聞くことに抵抗があ る。 

(2) 課 題 

①すらすら読める よう に支援したひ。 

②書く時間を 確保したひ。 

③言葉の意味理解を 捉えさせたい。 

④ イメージ化の 方法を援助したい。 

⑤発表の仕方や 場の工夫．機会を 多く持たせ 

た い 。 

⑥話し合いのあ り方を分からせたい。 

( 聞く態度Ⅰ 

これらの課題を 仮説へとつな ぐ 

Ⅳ 研究の仮説 

Ⅰ 基本仮説 

文学教材の読みにおいて ，叙述に即した 読みを 

指導することに 20 ，想像力豊かな 読みが育っで 

あ ろう。 

2  作業仮説 

Ⅲ仮説 1  ( 課題①②より ) 

読みの過程で ，音読や書く 活動をさせること 

だよ。 ). 読み方を学習することができるであ ろう， 

(2) 仮説 2  0 課題③④ ょ @n) 

読みの過程で ，心情や情景を 読み深めて い く 

ための拠点となっている 言葉，語句， - 文，文章 

3 一 
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に 着目させることにより・ 想像豊かな読みがで 

きるであ ろう。 

㈹ 仮説 3  ( 課題 卸 9 より ) 
相互交流の場において ，聞く ， 話す ， 等の活 

動を取り入れることにより ，読みを深めたり ， 

広げたりすることができるであ ろう。 

V  作業仮説の検証の 手だて 

1  版 説 ] 」の検証の手だて 

ぃ ) 音読の指導 

一斉音読では ，足を床に着け ， 正しい姿勢で 

立っ。 友達の声を聞きながら ，ロを大きく 開け ， 

しっかり自分の 声を出して音読する。 教師は・ 

子供の読みの 状態を確認しながら ， 机問 巡視し 

子供に沿った 言葉をかける。 いろいろな方法で 

音読させ。 暗唱 できるくらい 読ませる。 

・再訪，全文音読，部分音読， 役割音読，その 他 

(2) 書く活動の指導 
ワークシートやカード ，読書カードに 自分の 

思ったことや 考えたこと，想像したことを 書く。 

特に ， 書くことに抵抗のあ る子供には，時間 

のゆとりを持たせ・ 教師や友達の 支援を得る。 

書く場面を多く 設定し書くことに 慣れさせる。 

書く用紙は， 色 ，大きさ， 形 ，イラスト等，子 

供が興味，関心・ 意欲を持つように 工夫する。 

① 文章を視写する 活動 

・ 視 写することで ，言葉の理解が 一層深まり， 

表現の仕方がわかってくる。 また。 自分の書 

く 文章に表現の 仕方を取り入れたりできる。 

  感動的な場面，印象的な 場面は場面単位で。 

好きなところを 抜き書きする。 

  好きな表現，優れた 表現は語句あ るいは 文 

単位で抜き書きする。 

  人物描写，情景描写などの 描写 文 を視写する。 

  作品の冒頭，テーマ ，クライマックス ， 結 

末などの部分を 視写する。 

・全文を視写する。 

②叙述されている 場面を絵や図や 文に表現す 

る 活動 

・ 想 Ⅰ 象 したことを絵に 描いたり   会話ゃ内高 

せ 

つ " 

  

  

を 吹き出しに書き 込んだり，登場人物に 言， 丘 

しかけたり，説明したりする。 

③感想をまとめる 活動 

・一読したあ と，感想を書く。 

，主題をふまえた 感想・人物 @, こ 対する感想を 

ま 日 く 

④板書したことを 写す活動 

  字 習の流れが分かる 板書 

⑤続き 話 ，絵本，紙芝居・ 紙 人形劇を作る 活動 

  続き言舌は，教材文の 続きを想像して 書き表 

す 。 

  絵本や紙芝居は ，表紙づくりから 始まり， 

場面ごとの主人公の 様子や表情を 絵や文に 

書き表す。 

  細人形劇は， 卜書きやせりふを 作るなかで 

自分の読みができイメージを 広げることが 

できる。 

2  「仮説 2 」の検証の手だて 

(]) 想像豊かな読みの 指導 

①叙述に即して 想像する活動 

，イメージを 描かせる。 

・題名からり ろい ろ連想する。 

  挿し絵を見て ， 話の内容を想像する。 

  場面や人物の 様子をイメージ 化する。 

  人物の心の動きを 読み取り，想像する。 

  文脈に即して ，表現の細かい 点に注意して 

読み取らせる。 
  表現されていることを。 経験や既知のもの 

と 関係づけて想像を 広げる。 

②表現を叙述に 即して読む活動 

・表現の美しさを 味わうことができる。 

・人物の気持ちや 行動の変容を 読み取ること 

ができる。 

③文脈に沿って 語句を理解する 活動 

・キーワードをつかむ。 

① あ らすじをとらえる 活動 

・挿し絵を手がかりにしてとらえる。 

⑤ 動作化による 活動 

  物語の登場人物になることで   自己を容易 

に同化することができる。 
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⑥音声化に よ る活動 
・表現された 文章を声に出すことで ，心情や 

情景を容易に 理解することができる。 

⑦五感によるイメージ 化の活動 

・見る・聞く・ 話す・思 う 等の五感に訴える 

と容易に想像する 事ができる。 

⑧教具の活用 

  ぺ一 プサートや挿し 絵等の教具の 使用で想 

像フ 」を容易にする。 

3  「仮説 3 」の検証の手だて 

Ⅲ話す活動 

①話し合い ， 考え合 う 活動 

・聞き手を意識しながら 話す。 

  個 に即して話型を 提示し誰でも 話せるよ う 

に工夫する。 

  読んだ感想を 発表する。 

  人物の気持ちや 場面の様子を 発表する。 

  読むことによって 生じた問題を 出し合う。 

  他の考えと上ヒ 較 し自分の考えを 持つ。 

②童話・物語を 友達に紹・介する 活動 

・ミニ感想文の 紹介 

、 本を選ぶ カ 

(2) 聞く活動 

①正しく聞き 取る活動 

  話す相手を見て 聞く。 

  指を折りながら 聞いたり・メモをしなが 

ら 聞いたりする。 

  言舌を終わりまで " 注意して聞き ，自分の考え 

と 比較しながら 聞く。 

  話の順序を考えながら ，内容を聞き 取る。 

( 順序を表す言葉や 時間を表す言葉などに 

注意して聞き 取らせる よう にする ) 

  学習形態の工夫。 

Ⅵ 仮説検証のための 指導計画 

Ⅰ 単元老 

「心の っ ながりを」 

2  単元目標・指導事項 
⑥ 人物の行動や 気持ちの移り 変わりを考えなが 

  

ら 読むことができる 26 にする。 

①場面の様子や 人物の行動や 気持ちを想像し 

ながら音読すること。 

( 指導要領・理解 ゥ ) 

②人物の気持ちの 移り変わりを 想 ・ 像 しながら 

言売 むこと。 ( 理解 力 ) 

③読みとった 内容をもとに・ 文の続き方に 気 

をつけて文章を 書くこと。 ( 表現 ォ ) 

①語句の意味や 使い方に関心を 持つこと。 

( 言語事項 エ ) 

3  単元について 

この単元は，想像の 世界に思いきりひたり。 フィ 

クションの中で 人の立場や気持ちを 思いやること 

のできる豊かな 心を養 う ことを意図している。 

Ⅱ 、 さ い 動物の da ずみが主人公であ る「アレクサ 

ンダとぜんまい れ ず み 」の童話は， 2 年生の子ど 

もたち 0 ことって ， 親しみやすく 興味をもって 読み 

進められる内容であ る。 アレクサンダ と ウイリ一 

の交流から，アレクサンダの 考え方の変化を 読み 

取り ， 生きることや 友情について 考えさせる教材 

であ る。 物語を楽しみながら ，人への   恩い   やりの 

心を広げていくことができるように 配慮した い 。 

単元の目標「人物の 行動や気持ちの 移り変わり 

を 考えながら読むことができる よう にする。 」を 

達成するために 次のような手立てを 工夫する。 題 

名からのイメージづくり・ 全文音読，書く 活動を 

通して，叙述に 即した読みをさせ ，人物の行動や 

気持ちの移り 変わりを想像しながら 読むことがで 

きるようにする。 

4  孝文 ォ オ名 

⑥「アレクサンダとぜんまい れ ず み 」 

レオ ニ レオ二着 谷川俊太郎訳 救出二年下 

5  教材について 

(1) 主題について 

「自分の 力 で生きることと 友をもっことのす 

ばらしさ」 

(2) 内容について 

常に人間に追われ ，生きるための 食料を得る 

のに苦労しているアレクサンダにとって ， 食べ 
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Z 年 生の子・どもたちにとってこの 主題を理 

解するのは難しい。 しかし初めのうちは 気 

づかないが，読みを 深めることによって 主題 

をとらえることができるようになる。 

②スト一 リ 一の楽しさを 味わう。 

この作品は，アレクサンダの 気持らの移り 

変わりがはっきりしていて ，それが会話や 行 

動を通して生き 生きと描かれている。 「それ 

からどうなる」「そして ， どうなっていく」 

というスト一リー 性が豊かであ る。 語り手が 

まさにその場で 語りかける よう に話が進行し 

ていく，何度読んでも 楽しめるという 特色を 

もっている。 

③ フィクションの 真実性を読む。 

この作品の登場人物は ，二 ひきのねずみを 

中心に描かれており ，想像の世覚であ ること 

は， どの子にも明らかであ る。 しかし登場 

人物の行動やし   情には真実性があ り，共感の 

心 をもって読むことができる。 

④ イメージの広がりをつくる。 

この作品の中で ， 子どもたちは 想像の世界 

に 思い切り遊ぶことが 可能であ る。 フィクショ 

ンの中で場面や 人物などにイメージを 広げて 

い くことで楽しさを 味わうことができる " ま 

た，紙をちぎり ，はりあ わせたような 画面の 

十 申し 乎 会は・ 幸放畢 さがあ り子とものイメージを 

  

  

広げる。 

⑤多様に書かせる 場をつくる 0. 

この作品は・ 登場人物の気持ちを 吹き出し 

に書く。 様子を書く，手紙を 書くというよう 

な 書くことによって 読みを深める 場を多くもっ 

ている， 

⑥選びぬかれた 言語の作品であ る。 

この 竹品は ，レオ ニ レオ ニ の原作で，谷川 

俊太郎の訳であ る。 詩人であ る谷川俊太郎の 

訳 がすば   らしく・一つ 一つの言葉も 選びぬか 

れている。 生きることや 友情について ，言葉 

を 通して考えさせたい。 

⑦同一作者の 読書への発展性につながる。 

レオ ニ レオ ニ の作品の主人公は ，いつも 小 

さな動物であ る。 ねずみ，かたっむり ，さか） 

な 等で。 身近で小さい 動物が子どもたちは 好 

レ 

きであ る。 それだけに，レオ ニ レオ ニ の他の 

作品口を読んでみたいと 言う読書への 広がりを 

つくる作品であ る。 

6  学習指導計画 ( Ⅱ時間 ) 

第一次「アレクサンダとぜんまい れ ず み 」を読む 

( 5 時間 ) 

① 全文を読んで 話し合う。 

②登場人物を 知り，あ らすじを読む。 

③ 人間においかけ ち #L る アレクサンタを 読む。 

④ぜんまい れ ずみのウィリ ーと 出合い・ ウィ 

リーを う らやむアレクサンタを 読む。 

⑤小石をさがしウィリ 一のかなしい 話を聞 

く アレクサンダを 読む。 

⑥ とかけに願い る 頼むアレクサンダを 読む。 

( 公開授業 ) 

め れ が い がかない夜明けまでおどるアレクサ 

ンダ と ウィリ ーな 読み・ 手紙を書く。 

⑧ つ っ き 話を書く。 

第二次 「スイミー」を 読む。 ( 1 時間 ) 

，① 「スイミー」を 読み ， 心に残ったことを 言舌 

し 合う。 

第三次 読書計画を立てる。 (2 時間 ) 

① レオ ニ レオ ニ の 作 R, を知り。 読みたい本の 

計画を立てる。 

46 一 6 一 



7  授業の展開と 結果・考察 

第一次「アレクサンダとぜんまい れ ず み 」を読む。 

01 時ねらい : 全文を読み ， むに残ったことを 書き ， 話し合うことができる。 
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( ワークシート① ) : 全文を読み，おもしろかったところや 心にのこったことを 書きましょ       

02 時 ねらい : 登場人物を知り ，あ らすじを読むことができる。 

学 習 活 動 
  
読みの手だてと 言葉 

Ⅰ 題名を板書，学習 

のめあ てを知る。 

2  題名から思い 出す 

言葉を書いて 発表す 

る。 
3  音読する ( 全文 ) 
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6  学習計画を立てる。 

7  次時のめあ 、 ， てを持 ・ 

っ。 

  登場人物 あ らすじ 

  「アレクサンダ とぜ 

んまい れ ず み 」から 
思い出す言葉 
  背読 

  「アレクサンダ」 

「ウィリー」 

「アニー」 

「とかげ」 

  挿し絵 ぺ一 プサー 

@ 

  人間にお い かけられる 

ァ レクサンダを 読む。 

指導上の留意点と 支援   評価事項、 

 
 

キ
が
 

@
 
ヒ
 
（
 

  挿し絵を順序よく 並べさせること 

であ らすじを っ かませる。 

  学習の課題を 話し合い ， 子どもに 

課題を書かせる。 
  児童が準備する。 

  思い出す言葉を 

書いて発表する 
ことができる。 
  しっかり声を 出 

して読むことが 

できる。 

{
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むことができる。 
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03 時ねらい : 人間においかけられるアレクサンダを 想像しながら 読むことができる。 

学 習 活 動 読みの手だてと 言葉 指導上の留意 : 与と 支援 評価事項 

  

  出す言葉。 

3  音読する ( 全文 )  . 背読   一人一人がしっかり 声が出せる ょ ・想像して書くこ 

う に音読させる。 とができる， 
4  挿し絵から逃げ ・表情   挿し絵から プ レクサンダの 表 ， 情や 
る 様子を想像して ・内高 心の中で言っていること ，どんな 音 
書く。 土日 が 聞こえるかイメージさせる - 

  場所 

  聞こえるように   へのことばから、 ては     
ク 見えましたの 

  ひめぃ をあ げた ク 聞こえました。 
  おかかけたりする   力 っかりました。 

6  次時のめあ てを ・ウィリ一に 会うアレク ・児童が準備する。 
持つ。 サンダを読む。 

  

） 

  

( ワーク、 ン一ト ③ ): おいかけられるアレクサンダのようすや 気もちを思いうかべましよう。 ( 表情，内高， 昔 ， ょ號刑 

ワークシート③ 
 
 

  

の 学習活動 4 の考察 
上図のワークシートは ，教科書の挿し 絵を使って 

作成した。 音読した後，アレクサンダについて① と     

んな表情かな。 ②心の中で何と 言っているかな。 ③ 

どんな昔が聞こえるかな。 ④どんな場所かな。 と想 

像させた。 
書き始めるのに 時間がかかった。 一人の子が， 
「見つかったらたいへんだ。 かくれろ。 」と何気なく 

ささやが た - 「そうだね，この ょう に書くとり かガ a 」 

とほめてやると ，子どもたちは ，わかったという 顔 
で書き始めた。 子どもたちは ，「①びっくりして・ 
早く逃げなくつちゃと 言 う顔 。 ぃ そ い でいる 顔 。 ② 

「 ぅわ : たすけてくれ 目 「にげろ ， ほ げろ。 」③ 
「ガリカリ，ガチャン ， ゴロゴロ，パリン④ ぴかひ 

かの台所，きれいな 台所。 」と夢中になって 書いて 
いた。 5 分間の予定が 延びてしま い 時間はかかった ノ 
が，子 ともたちは喜んで 書いていた。 
教師が予想していない 事も子どもたちは 想像した。 
追いかけている 人間の台詞「キャッ ! ねずみ よ 。 は 

やくつかまえてⅡ「あ っちへ行きなさい。 ほ う きで 
たたくれよⅡや 絵を楽しんで 書いていた。 挿し絵 
は ， 読み手のイメージを 豊かにしてくれた。 

それは，主人公の 置かれている ; 吠 況や人物像を 把握 
させるのに効果 自 りであ った。 

② 学習活動 5 の考察 
アレクサンダの 逃げる気持ちが 表現されている 言 

葉を見つけて 想像させた，子どもたちは・ 読みの 子 
想 どおり言葉を 見つけ想像することができた。 しか 
し「あ なにむかって 走った」は ， 出てこなかった。 

「あ な」に対するイメージがまだ 育っていないのか 

もしれない。 次 時の学習で押さえたい。 
言葉に即し挿し 絵を補い ， 書く活動や話し 合い 

な学習活動に 取り入れると ， よ り深みのあ る ( 想像 

豊かな ) 読みができた。 
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04 時ねら ぃ : ウイリ一に出会い。 彼を う らやむアレクサンダを 読むことができる。 
指導上の留意点と 支援 

評価事項 
学習 活動 読みの手だてと 言葉     
1  題名を板書。 学   児童が板書する。 

表する。 

  

  斉 ; 売 3  % 詣 する。   友 たちの 甘 ・読を聞き・ しっかり 声 
  を 出して読ませた い 。 

な アレクイトンダ     と アレクサンタ   

  

衣づ " る " ウィリ 一   教科書に叙述されてない 言葉も考 

  ふつうのねずみじゃない えさせる。   発表することが 

  二 つの車 できる。 
  せなかにはねじ 

  お気に入りのおもちゃ 
  ちやほやして 

5  ひとりぼっちの ・かわいがってくれる   どんな顔が見える 力な。   
アレクサンダを 想 ・ う らやんだ   何と言っているのかな。 

像 する。   「あ あ ソ 」   どんな気持ちかな。 

  ため い き 

H  次 時のめあ てを ウ ィ リ 一の悲しい話を 聞 ・児童が準備する。 
十寸 つ   く アレクサンダを 読む。 

    

  

05 時 ねらい : とかげ，小石と 関わる中で，ウイリ 一の悲しい話を 読むことができる。 

戸 

学 習 活 動 読みの手だてと 言葉 指導上の留意点と 支援 評 価事項 

  児童が板書する。   
す 言葉を書いて 発 まい れ ず み 」がら 朋、 い 手 ; 習の導入にしたひ。   

表する。 出す言葉 
3  音読する。 ( 全文 )  . 再読 

4  とかげと会 い願 ・ふしぎな話 
  「 」の文に注意して。 動作Ⅰ ヒし， 

ぃ を話すアレクサ ・かえられるってほんと ? 
ぺ一 プサートを使って 読ませたい。 

ンダ を読む。   ふるえ 声 
  ていねいに書く 

5  アレクサンダが ， 来る日も来る 日も   いっしょうけんめい 小石をさがし ことができる。 
むらさきの小石を ・さがしっづけた 続けるアレクサンダの 気持ちになっ 
さがす様子を 視 写 ・だめだった て視写 みさせる。 
する。   - つもなかった   文意識をもたせる。 

  っか ・れはて 
6  ウィリ一の 悉 し ・なかんばかり   ウィリ一のⅡ テ至圭 めな・姿をしっがりと 
ぃ 話について想像 ・かわいそうに、 かわい ろえさせることで ， 次 時の読みに 

する " そうなウィリ 二， っ なげた い 。 

7  次時のめあ てを とがげに願い な 頼む アン ・児童が準備する。 
持っ。 クサンダを 言 ・ 売む 。 

( ワークーン 一ト @) : アレクサンダがむらさきの 小石をさがすようすを 書きましょう 0 ( 視写 ) 
かなしい話について 考えましょ つ 、 

06 時 公開授業 6 Ⅱ ] 時 ) る 場面を設定しそれを 書かせること @. こ よって。 
]  ねら ぃ 子どもはアレクザンダの 気持ちの変化を 読み取 

捨てられたウィリーを 見たアレクサンダは・ と ， る とができるであ ろ 、つ 

かげに願い る 頼むまでの気持ちの 変容を読み取る ⑥読みの過程で ，べ一 プサート や 挿し絵を活用 ず 

こと カ ㌔ C きる よう にする           ることによって。 子どもは主人公を 身近に感じ 
2  授業仮説   Ⅰ青を豊が {. こ 想像することが - できるであ ろう           

⑨読みの過程で ， ①「どきどきさせて」「しっか ⑨発表の場において．聞く。 話す等の活動を 取 Ⅰ ノ @ 

Ⅱ ) うでにだき」「走り 出た」「いきをきらせて」 入れることによって ， 読みを深めたり ，広げた 

等 のことばに着目させる。 ②「 ほ くは…」の 内 りすることができるであ ろ 、つ 
言を考えさせる ，③子どもが 主人公に語りかけ 

一 9 一 
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3 展 開 

学習 活動 
読みの手だてと 言葉 指導上，の留意点と 支援     評価事項 

Ⅰ 題名を板書する。 
  児童 ( 板書 ) 

  机間 巡視をする。   
  

  

4  学習のめあ て と を書いて発表するこ 

  とができる。 ) 

  
5 く 客戸 亨男は ナ期 牡毛毛喜 2% ご % ぢ 
  音読する。 l ・グループ読み 

「」の 丈， ・ ， …全員   Ⅰ 地の文                         
教官 市   「」の文は気持ちをこめて 

  」ナイドラインをひく。 読ませた い，     書く ( 気持ちを表す 

  ことはをカードに ・ときどきさせて 

書く。   しっかりうでにだ き 

  走り出た   
  いきをきらして 等 

  カードをもとに 言舌 

し 合う。     発表する ( 書いたこ 
とを発表することが 

一だろうなあ と 恩 がました。 できる。 ) 
  聞く ( 自分のカート   

6  「ぼくは…」と 言 い かけてやめた 時の ア 
レクサンダの 気持ちを考えましょう。   

  音読する。   「ぼくは…」   アレクサンダの 考えは・どの ・部分音読 

よう に変わったのか 想像させ 
  ことばを考えて 書く。 た い 。   書く ( アレクサンタ     

の内 言を書くことが イ 
  ことばを入れて 発 できる。 ) 
表する。 

7  アレクサンダに 自ゲ 」が ， 思ったことを 話し 

ましょう 0 

  アレクサンダのべ 一フ   

サートに語りかける ょ ワークシート @. こ 書く 0  うに 書 { 

  書くことができる。 ) 
  発表する。 

  発表する， 

8  裸軍をする。 

えることなく 書くこ   とができる ) 
る ? 」   児童が準備する。 

9  次時のめあ てを ， 願 いがかなり夜明けき 

持つ。 で おどり っ づける二人 

を読む。 
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4  評価の観点 

(1) アレクサンダの 気持ちが分かる 言葉や文に線 

を引き，想像することができたか。 

㈲聞く ， 話す・読む ， 書く等の活動ができ ，読 

みを深めたり ，広げたりすることができたか。 

5  結果と考察 

授業の導入は ，一斉音読から 始めた。 緊張の中 

で・子供たちは ，内分の声を 確かめながら 斉 読す 

る 。 その声はだんだん 大きくなり，一部は 暗唱し 

ている子もいる。 読み終えると 同時に，題名「ア 

レクサンダとぜんまい 力 a ずみ 」から思い出す 言葉 

を 発表させ・作品のイメージを 持たせた。 順序よ 

く全員発表する 頃 には，いつもの 顔になっている。 

子どもの文字で 書かれた学習のめあ て「ウイリー 

をたすけ る アレクサンダの 気もちのかわり 方を読 

みましょうⅠや 挿し絵を黒板 @. こ 提示し今日の 

学習のねら ぃ を確認する。 

図 Ⅰ 一斉音読の様子 

①学習活動⑤の 結果と考察 

Ⅰ   

の アレクサンダの 気持ちを考えましょ つ 、 

Ⅰ - 小石を抱いて ，とかげのところへ 走って い く 時 一 """ 
図 1 は ， 地の文 ( 教師 ) と会話の文 ( 子供 ) にわ け 

て一斉音読した 写真であ る。 その後，アレクサンダ   

の気持ちがわかる 言葉に線を引かせる。 その中から 

一 つ 選ばせ。 子供の選んだ 水色の力 一ド (B4 の 縦 1 

/2 サイズ ) に 菩 ・かせた。 さらに・その 言葉から 想 、 

像したことを 書かせた「子供たちの 書いたことをま 

とめてみると 下記のようになる。 

一 - 1 Ⅰ 

                          メージした言葉の 例 

Ⅰ + り 
  やっとむ も さきの小石をみつけて、 むね 

ね を をどきどきさせてはやくとかげのところ 
ど に行こ うと   思っている顔が 見えました。 

きと いっしょうけんめいさがしてやっと 見つ 
ュさ かったと言う 顔が見えました。 

させ しんぞ う がどきどきなっている 音が聞こ 

て ・ えました。 ( 人数・ 12 人 )     
  ぜったいに自分のねが い をかなえるぞと 

大 
いう 顔が見えました。 

事 ・いままでさがしてやっと 見つかったから 
え、ま 
大事にうでにだいたと 思います。 

Ⅱ 
  大事な小石はほんとうに 大事なんだなあ 

石 
    と   目いました。 (6/ Ⅰ ) 
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｜   もう走れないぐらいのはやさで 走った 
オフ 

へ と思います。 

と 

走 

世 0 ぃ そ い でたすけ よう としたと思いました。 
た 

(3 人 ) 

    アレクサンダは、 とってもはやく、 ビュ 

  

きら いしょうけんめい 走っている顔が 見えま 
せ した。 
て ・ い きを ハ一 ハーしていることがわかりま 

した。 (8 人 ) 

教師の予想とほとんど 同じような「言葉」が 出さ 
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図 ・ 2 の「 なれ をどきどきさせて」のことばに 多く 

反吐した，   レ 臓をときめかしている 昔 ，はやくとか 

げのところへ 行きたいと目っている 様子や見えたこ 

とでもいろいろな 顔が見える， 

「にオフへと 走り出た」のイメージでは・「もう 走 

れないくらいのはやさ」の 言葉は。 教科書に「アレ 

クサンダは・ちっちゃ ぶ 足の出せるかぎりのスピー 

ドで，あ なにむかって 走った。 」の表現を白倉のも 

のとして取り 入れている。 
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図 3  言葉からのイメージ   

「いきをきらして」では ，「いきを ハ一 ハーして」 

「ビュンビュン 走る」等， 自分の体験からイメージ 

している。 分からない子には ，動作化をすると「わ 

かった。 」という顔でうなずいた。 

52   

アレクサンダが・むらさきの 小石をやっとで 見つ 

け， とかげに会いにいこ う とする気持ち ，願 かるか 

なえよ うと 焦る気持ちが 書けている・ 子どもたちが 

主人公と同化していることがよくわかる 表現であ る。 

話し合いの場で・カードに 書く作業を通して 発表 

させると，意欲的になりどの 子も自信を持って 発表 

-% る 0 また．上ヒ 敬 しながら聞き   考えながら聞くこ 

とが - できる。 

） 

図 4  相互交流の様子 

発表者は，発表後「わたしと 同じ言葉の人は いま 

せんか。 」と呼びかける。 同じ言葉の人は ，一斉に 

立って・一人ずつ 自分のイメージをどんどん 発表す 

る。 みんなが，一つの 言葉に対するイメージを 全部 

発表する頃 には，その言葉の 全体像が見えてくる。 

話すことで，読みの 深まりと広がりができ ， ィヌー 

、 ジを 共有することができた。 

その時，発表者は ，自分かも一番遠 い 友だち ( 決 

めておく ) を見て話すと ，自然と聞こえるような 声 ノ 

が 出るよ う に指導する。 

②学習活動 6 の結果と考察 

l サンダの気持ちを 考えま し .@ 
Ⅰ     
「ぼくは・・」と 言 い かけてや                             

    

「 ほ くは・・・」と 言 い かけてやめたアレクサン 

ダの 内 言を想像させワークシートに 書かせた。 子と     

もは，「ほんとうはウィリ ー みたいになりたいけど ， 

おもちゃになったらすてられるかもしれない。 やっ 

ぱりウィリ ー をぼくみたいにしょう ロ 「ぜんまい わ 

ずみになりたかったけど ，ふるくなったらす -C られ 

12@ 一 



るから生きているねずみのほうがいいなあ 。 」「 ウ ィ いんだね，」「とってもかしこいんだなⅡ「ウィリ 一 

（ 

リ ー みたいになりたかったけど ， ゥ イリーはぼくの がごみばこにすてられなくてよかったね。 」「とって 

一番の友だちだから．ウィリ ー をぼくみたいなれず 

みにかえればいいんだ。 」等とアレクサシ ダ の気持 

ちの変化を書いている。 アレクサンダの 自分の願 い 

より友だちのことを 考えた気持ちの 変化が読みとれ 

る。 

③学習活動 7 の結果と考察 

も ウィリ ー がだいじなんだなあ 」アレクサンダの 気 

持ちをくみ取った 呼びかけの表現であ った。 

中には「アレクサンダは。 すごいなあ 。 」と呼び 

かけた子がいた。 他人のことよけも 自分のことが 中 

心になりがちな 二年生の子どもにとって ，アレクサ 

ンダのウィリ ーを 思 い やる行動は，すごい 存在だと 

考えたのであ ろう。 

  
" Ⅰ一   -   - " " 一   - " - -- - - l         アレクサンダに 自分が   甲、 っ たことを言舌しましょう」   、   @ 
自分の願ひより 友だちのことを 考えたアレクサン 

ダに ， 何か言葉をかけてあ げようと呼びかけた。 

始めはどういうふうに 言 う のかよくわからず ， と 

まどっていた。 が・教師が小さな 声でアレクサンダ 

の ぺ一 ブサートに 話 @ 一 かける様子を 見て ， 子どもた 

ちは，すぐに 反応、 し ワークシートに 自分の思いを 

次のように書いていった。 「アレクサンダは ，友だ 

    " 一     

（ 

ち 思いだね。 」「アレクサンダってはんとうにやさし 図 5  べ一 プサートを活用しての 相互交流の場 

07 時 ねらい : 願いがかない 夜明けまでおどり 続けた二人を 想像して読むことができる。 

学 習 活 動 読みの手だてと 言葉 
  指導上の留意点と 支援 評価事項 

1 題名を板書， 学   児童が板書する。 

習 のめあ てを知る。 
2  題名から思い 出 ， ， 「アレクサンダとぜん ・全員発表により 全文を想起させ・ 

す 言葉を書いて 発 まい れ ず み 」から思 い 学習の導入にしたり。 
表する。 出す言葉 
3  音読する。   ( 全文 )  . 背読 

  「」の文は気持ちをこめて・ 暗 

喝 するように読ませたい。 
4  夜明けまでお ど ・ おもい   し   「どんな顔がみえますか」「何とかっ 
りっ づけた二人を ・Ⅲ 心 ぶかく ているかな」「どんな 気もちかな」 
読み ， 書いて発表 ・こわごわ を 考えさせる。 
する。   だ きしめ 

  挿し絵を手がかりにして・ 想像 さ   せる。 
けた 

5  アレクサンダ   や ・お話をするように 甜る     手紙の書き方を 知り ， 短い文で表 ・手紙文を書くこ 
ウイリ一に手紙を 現させる。 とができる。 つ ・ 

  児童が準備する。   

( ワークシート⑦ )      夜明けまでお どシ ) つづけた二人の 気持ちを書きましょう。 

アレクサンダ や ウイリ一に手紙を 書きましょう。 
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に 沿った会話が 展開されていた。 

おどる二人の 挿し絵を見せて ，「右と左， どちら 

がアレクサンダでしょう。 」と呼びかけた。 ほとん 

どの子は・「右です。 」と答えた。 「どうしてですか。 」 

と質問すると ，「先生，本の 絵は ， 右にアレクサンダ 

がい ろょ 。 」と言った，そのとおりであ る。 

絵本を調べてみると・ 右 とじで教科書と 反対であ 

る，心 とじの挿し絵は 反対にアレクサンダが 位置し 

ているが，教科書の 最後の場面の 挿し絵は，絵本の 

とおりであ った " ほんと う は ， 左が・アレクサンダ 

08 時 ねら ぃ : つづき話を書くことができる。 

であ る。 このように説明すると 子どもたちは 納得し 

てくれた。 子どもたちは ，物語が進むに つ れ て ・ 主 

大公の動きを 挿し維から読んでいたことに 驚いた。   

  ③学習活動 5 の考察 

アレクサンダに 手紙を書いた 子どもは， lG 人で， 

ウィリ一には ， ¥<9 人であ った。 手 ・紙の内容は・ 友だ 

らを天朝 : すること・感謝の 言葉，共に生きて い こ 

う， 楽しく遊ぼ ぅ 等が書かれていた ， 
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口分と異なる 上人公に会い．想像の 世外で彼の生 

き方を見つめ． また，自分の 生き方を見つめ 直して， 

自分を豊かにするような 手紙があ った - 「ぼくは， 

アレクサンダみたいに 優しいしになって ，いっぱい 

かっ ばい お 友 たちをつくりた い です。 」「ウィリ ー さ 

んやアレクサンダさんのおかげて ，いろいろな 気持 

ちとかかいっぱいわかりました。 」短 い 文の手紙は・ 

レ ア クサンダ と 共感できる場となった。 

 
 学

習
 
ず
ム
 

1
 

Ⅱ
 
0
 
4
 

0
 
乙
 

を
 
て
 
あ
 
め
 
の
 
時
 
。
 

次
っ
 
手
目
 

尹
 

5
 

せ 

読みの手だてと 言葉 l 指導 - ヒ ・の留意点と 支援 

  児童が板書する。 

  「アレクサンダとぜん．・ 5 分間，題名から ィ メーシしたこ 
ま いわず み 」から 思 ． ぃ 。 とを 吾 かせる。 ( 事後調査 ) 
出ず言葉 

  斉 ， 売   晴唱 " できるように 読ませたい。 

  身近な題材 ( 遊び ) で ， っ づき 話 

を 書かせる。 
  書いた作品は・ つづき 話 コーナー 
に 並べて 読 ませた い 。 

スイミーを読む。   児童が準備する   

 
 一
 
 
 

事
 
而
 
 
 
評
 

  豊かに イ メーン   

して 再 くことが 
- できる。 

  気持ちをこめて ， 
読むことができ 

る。 
  っ づき話を書く 

ことができる。 

( ワークシート⑧Ⅰ : つづき言舌を 書きましょ       
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・結果と考察 

「童話や物語を 読んだ後， どんな学習がしたひで 

すか口の事前調査で 子どもたちは。 「つづき話を 書 

きた い 。 」が第一位であ ったので，本町の 計画をした。 

っ づき話を書き   慣れていない 子どもたちは「先生， 

どのように書きますか。 」と聞いてきた。 「学校行事 

や遊び等の身近な 題材を教材 丈 に似せて書いてみ よ 

ぅ 。 」と話し合った 結果，次のような 題が出た。 
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つづき話を書くことで ，教材文の言葉を 自分の言 

葉 にし言葉の場面をイメージ 化することができた。 
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つづき話の事例 1 

ワークシート⑧     

  
っ づき話の事例 2     
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いる。 2 時の学習で伸し 絵を使ってあ らすじを捉え 

た 学習が生かされている。 また，教材   文の 「あ る日 

の昼の時」「でも」「つぎの 日 」「さっそく」の 言葉 

が 使われている。 登場人物にアニーが 出てくる。 教 

樹立のようにアニーは・ 飽きっぽい行動をしていた。 

アレクサンダは ， ウイリ一にいろいろなことを 教え 

ていく " 二人がお い もの種をまき ，育てて収穫する 

までのお 旨 き，であ る。 アレクサンダの 生き方に S 子の 

願 いが 表現されていた。   
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学 習 活 動 

Ⅰ 題名を板書・ 学 

習のめあ てを知る。 

2  題名や挿し絵か 

ら 内容を予想する。 

3  読み聞かせ。 

( 全文 ) 

4  心に残ったこと 

を 言舌 し 合 う 。 

5  心に残ったこと 

を 書く。 

6  次時のめあ てを 

持つ。 

読みの手だてと 言葉 
  指導上の留意点と 支援 

「スイミー」 

  範 吾党 

  広 い 海のどこかに 

  小さな黒いさかな 

  ス 7 3 一 

  考えに考えた 

レオ ニ レオ ニ のほかの 

Ⅰ年占コロを 読も 、つ 

  児童が板書する。 

  作者がレオ = レオ二で同じ 人の作 

Ⅲ口であ ることを気づかせたい。 

  学習形態を変えて 読み聞かせをす 

る。 ( 教師のまわりにすわらせる ) 

  読書カードに 書かせる。 

  児童が準備する。 

評価事項 

 
 
 
 
を
最
と
 

序
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こ
 

順
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( 言 充書カード ) : 魚、 の イラストカード   

第三次 読みを広げる。 

010 ・Ⅱ 時 ねらい : レオ ニ レオ ニ の作品を知り・ 読書の計画を 立てることができる。 

学 習 活 動 

Ⅰ 学習のめあ てを 

知る。 

2  レオⅠ 幸 レオ ニ の 

作品 " を矢 Ⅱ る 。 

3  計画を立てて 読 

む O 

  1  心に残ったこと 

を絵や文に書く。 
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作品名 

・フレデリック 

・ティ リ 一のか べ 

・さかなはさかな 

  6 わのからす 

  m3 種類の作品をブックト 一ク で 紹 

介する。 

  レオ = レオ二件 お ロコーナーを 作 @,) 

いつでも読める よう に環境を整え 
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    レオ ニ レオ ニ の作品です。 読みたい本に 0 じるしを 菩 いて下さい。 

レオ ニ レオ ニ の作品を読んで 思ったことを 書きましょう。 

    ( 用紙の色・ イラスト等の 工夫 ) 
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，結果と考察 

Ⅰ 月 m2 口から， 同 30 Ⅱまで。 レオ = レオ ニ の 作 aan 

を読んだ。 表 1 から子どもたちは ，総冊数で 550WWW, 

一人平均 @6 冊読んだ。 - 作家の作品を 読む中で ， 子 

どもたちは，作者に 対している い ろなことを見つけ 

ることができた。 読後の主な感想をあ げてみる。 

Ⅰ 
  作品を読んで ，ほとんどの 主人公が動物なので   

レオ ニ レオ 二 さんは動物が 好きだと，思います。 

  レオ ニ レオ 二 さんが書いた 本は。 ほとんど小さ 

ぃ 生き物がでてきます。 

  

I ・レオ ニ レオ 二 さんが書いた 本は ， 思いやりと 友 。 

主 ・ 大 公に共感し同化する よう に読む。 一     

になって動物の 長さをはかってみたいです。 

      とあ しひとあ し 」で ，ほ くもしゃくとり 虫 スィミ一 みたいに知恵をもちたいです。 

なってみたいです。 
・ジェラルティンみたいに   音楽が自分のものに Ⅰ 
同一作者の作品を 読み広げることは ，作品ど う 

しで，同じ言葉や 表現方法の類似性を 見つける楽し 

みがあ る。 また，言葉や 文を抵抗なくイメージでき ， 

それを覚え・ 生活の中で使 う ことで，「言葉の 生活 

化」ができる。 また・心情や 場面にすぐと け こむこ 

ともでき，想像の 世外を共有することができる。 

表 1  レオ ニ レオ ニ の 23 の作品 

    

  （ 

だって，こんな 素敵な本を書いていらしゃる ん 

ですもの。 これからも，もっと 書いて オ ao 

  

  

「ティ リ 一のか べ 」を読んでいた 子どもが・「 先 

生 ，アレクサンダ と 同じ言葉があ る ょ 。 」とにこに 

こして絵本を 持ってきて見せた。 読み進めて い く う 

ちに・同じ言葉を 見つけては・ 友だちに「あ ったよ。 」 

と 呼びかけては ，夢中になって 読んでいた。 

ハ 

作品口を読み ，読書カードに 100 字から 200 字位の感 

想を舌いた。 それを考察すると 次にとうになった。 

「     作品ど う しを比較しながら 読む。 

リ ー が友だちになった 時と似ている       

ティリ ー って・スイミーみたいに 頭がいい。 

  
言葉や文や絵を 意識して楽しんで 読む。 一一 

や悪い言葉でわけられているんだなあ ・。 
「言葉ってただ 書いてるんじゃなくで ， いい 言 姦 Ⅰ 口｜ 
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Vu  研究の成果と 考察 
「アレクサンダとぜんまい れ ず み 」の指導を終え 

想像したことをカードに 書いたり， 視 写したり・登 

場人物の表情，内高，気持ち 等を書いた。 書いた 結 

て ，学級全体における「読み・ 書き・言葉・ 想像力」 果 として。 ほとんどの子が 目標を達成できたと 考え 

の事前・事後の 子供の想像豊かな 読みが，どの よう る 。 中には，速く 書きたいあ まりに文字 力流硅 になっ 

に 変容していったか。 仮説ごとに考察したひ。 

1  「仮説Ⅱの結果と 考察 

(1) 読 み 

女子は，事双   

事後の調査が ， 

1 分間に 250 

( 「音読・朗読」 

の 指導 ) の目標 

を 越えている。 

が ，事前の男子 

は ， 目標を達成 

したのは， 5 人 

図 f6  1 分間に読めた 文字数 のみで少なかっ 

た。 毎時間の学習中に 斉 読 ・部分音読，役割音読な 

どの声を出して 読む学習を意図的・ 計画的に取り 人 

れることによって ， 読み手が，内容を 考える読みが 

- できる。 そのためには ，意味の切れ 目・文末表現， 

登場人物の様子や 気持ち，時間や 場所なとを表して 

い る言葉に注意しその 言葉を印象付ける よう に読 

むことであ る。 また，会話文には ，登場人物の 心情 

がよく表れていることがわかる。 このような読みを 

した結果，事後調査では ，男子の平均が 目標に近づ 

き 努力のあ とが見えた。 

@2) 書 き ( 祝事力 ) 

女子は，事双   

事後の調査が   

1 分間に 225 字 

( 「総合物語 文 」 

の 指導 ) の目標 

を 越えている。 

が ，事前の男子 

は ・ 目標を達成 

男子 友子 平均 したのは。 4 人 

図 7  1 分間の視 写 の 丈 ヰ数 で少なかった。 

た 子もいた。 教師の配慮が 必要であ った。 

Ⅰ 
  

    
  仮説 1 の成果 

読みの前提条件であ る音読，つまり ，すらす 

ら 読める よう にすることと ，読めたことを 整理 

して書くことは。 事前と事後の 調査を比較して 

、 好ましい結果 が 出たと捉える。 
Ⅰ   
2  「仮説 2 」の結果と考察 

(]) イメージ・マップ 

① イメーシ・マップの 話い 数の変容 ( 表 2) せ 
村 請 時 宇 宙 終 了 時 

  

人 員 35/ Ⅰ 33 人 

ョぬ歴 ワード数 212 44@ 

一人平均   Ⅰ 3  4 

・ フ イリー (30)  友 たち (25) 
むらさきの小石 (24) ウ ィ リ一 (Z5 Ⅰ 
とかけ (23) アレクサノ ダ (23) 

まん 月 (18  @  しっぽ アレクサンダ (22) む わさきの小石                 
(18 Ⅰ 

ねじ ( Ⅰ わ ) 

Ⅱ 、 廿い @ 
(16@ 
(13 Ⅰ 
Ⅱ 3 Ⅰ 

@10 Ⅰ   く 9) 

@5 以上 ) こころ く 8 Ⅰ 

しんゆ う (  8) 
  (  そ丑 Ⅰ 

ち い与し   (@ 7) 
みみ 
@ うじょう               ノ 
用屯   ぶかく   7 Ⅰ 

アニー て 7@ 
生きる ( 円 ) 

生きてるね ゲみ ( 6i 
甲 ． いへ         (@ 5) 

5 分間，題名からイメージを 書かせた。 表 2 の 一 

太平均の数をみると。 初読時 6 ワート と 比べて・ 終 

7 時は 13.4 ワードに増え ，約 2.2 倍になっている。 

これは，作品に 対して想像豊かな 読みかできたと 考 

えられる。 また・ ィ メーシした言葉の 言 己述例 をみる 

と初読時 では，登場人物や 教判文の言葉が 多い。 と 

いうことは「 初訪 時の子どもの 意識や関心が・ 人物 

やあ らすじに向けられていると 考えられる，それが ， 

書くことを伸ばす 手だてとして ，学習の中に 書く場 

を多く持たせることだと 考える。 そこで・言葉から 

終了時は．主題に 関する言葉や 人物の気持ちを 表す 

言葉を書いている 子供が増えている。 例えば，表現 

" ぽ 一 18  一 



（   

（ 

の 仕方は違うが「友だち」を 友 じょう， しんゆう， 

友人．心のつながり．「生まれかわる」を 生きる・ 

じゆう，「思いやり」をしんせつ ，やさしい，たす 

ける・友のためにがんはる 等とイメージしている。 

， ② 抽出 児の イメージ・マップの 変容 

これは，子供があ らすじだけでなく ，登場人物の 気 

持ちになって．想像豊かに 読み，主題に 迫る読みが 

できたと考える。 また・学習のめあ てに沿って読み 

深めた結果，子供達の 変容が見られたと 捉える。 
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図 8 例 肋 時のイメー、 ジ プ 図 9  字 召 終了時 ク ) イメージ・ マノ ブ ( ⑥は i 題 ) 

図 8 の 初読 時の ィ メーシは．登場人物や 教材 文 から 23 ワードと 4 倍近く増え・ 想像的な読みができ 

に 快 @ している。 しかし図 9 の終了時の ィメ一 たと考えられる。 

、 ジは ・主人公の心情がくみ 取れる。 例えば「 や このように，音読し 書く活動や相互交流を 通し 

さし い 」の言葉から「アレクサンダ」の 言葉を連 て， 読みを広げ深めた 結果・アレクサンダの 内面を 

穏、 し 「 友 たちおもい」の 言葉から・「心のつなが 想像 豊 がに読めたことがわかる。 また．教材 文 の 言 

。 ) 」「 よ あ けまで」と連想がっながり．主題に 関 葉 にも反応して 読んでいることがわかり。 H 男の読 

わる 占葉を イメージしている。 記述数も 6 ワード   みの変容がみられる。 

(2) 読む過程の想像 

子どもたちが、 童話や物語を 読む時の「想像力 ど 読み」の傾向を 探る，授業前と 授業後を比較すること 

によ り個人及び学級 全 ・体の変容を 問 1 一 Ⅲ 3 から検証する。 

  童話・物語を 読んでいる時の 気もちについて       
" 一 ' 

      100   
① だぃ 名からどんなお 話か考える。 

②・さし絵を 見てとんなお 話か考える， 

0 主人公の気持ちを 考 え ながら読も   
  髭   

    D 場 而を考えながら 読んている -       勿 %     彬 zB7 lfi.@ 
・①菩がれている 桔 ・葉を考えながら 読む」   

    

図 10 間 ] 「どうれ」や「ものがたり」を 読んでいる時、 次のどれを思いうかべますか。 ( ヰ 度数選択 ) 

一 l9 一 みタ 



図 ¥W の事前調査を 分析してみると．低学年の 子供 仮説 2 の検証をこなした 学習終了時には ，⑤ の 

の絵本に対する 興味がどこにあ るかが よ く分かる 結 「書かれている 言葉」に一番多く 反応している。 そ 

呆が 出ている。 抽象的な言葉や 文よりも，口に 見え れは，叙述に 即した読みを 想像豊かにイメージした 

る 挿し絵や場面に 多く反・ 応 している。 結果だと考える。 

図 11 間 2  「どうれ」や「ものがたⅡを 読んだ後の気もちは ，次のどれですか。 ( 複数選択 ) 

図 ¥¥ の童話や物語を 読んだ後の気持ちの 想 ・像に 間の学習で「主人公と 同じ気持ちになる 口 「同じ 

ついて．事前・ 事後の比較をみる。 ①の「なんと ことをしてみたいな」と 思い ，想像豊かな 読みに 

も 思わない」が ， 8% いたのが 0 になった。 Ul 時 対してよい結果をもたらしたと 捉える。 

  

  
⑩絵本を書きたり。 

C        紙芝居を書きた い 。 

せ 

ノ 

図は 問 3 「どうれ」や「ものがたり」を 読んだ後、 次のどの学習がしたいですか。 ( 複数選択 ) 

図 12 のグラフをみてみると ，②から・⑬までは・ 事 数 より長い話や 挿し絵入りの 話を書き・関心を 示し 

可 より事後の方が 高くなっているが．①は ， 逆になっ た " 事後の調べでも 高 い 結果がでている     

ている，それは ，子供達の興味・ 関心が他の学習に 

移ったと考えられる 特に．つつき 話は，予定の 枚 

60 一 "  2 @" Ⅰ u Ⅰ 一 



(3) 葉 ② 「短文作り」の 調査 ( 表 4) 
(%) 
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う
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つ
 

 
 

調査 
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 Ⅱ

 

の
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表
 

 
 

22  空 とぶ   97  100  50  本当た・   78  81 

23  お話 97  100  51  がさがさ鳴って 42  100   
2.4  Ⅰ 吋 『 寺 : 周 J も 81  100  52  口も 92  100 

  

25  楽い       92  100  ⑬くらむような 光 69 . 100 

26  かくれ 家   36  78  引 用心 ぷか く 2j  97 

27  小石 58@ 95   
2%  ., 」、 j 藁   33@ 92 

学 級 全 体 平 均 「 3  96 

表 3 の 

あ った。 

になると 

を う つこ 

全員 が 

33. 36. 

事後では 

漢竹     が 読 

取り組み 

  学級全体の平 

56 漢字の内     

・平均が 96% 

とが，できた。 

    ルビをうつこ 

43) は， 申 前・ 

・ 31 の漢字と 

めるようにな 

    言葉に対・ す 

均は ，事前では 73% の出来で 

新出漢字が 8 つであ る。 事後 

・となりほとんどの 漢字にルビ 

読みの成果があ った。 

とができた漢字 (5. 19. 21. 

では 6 つの漢字であ ったが． 

なり， 5 倍 し 上上の伸びであ る， 

ると ・教材に対して 抵抗なく 

る関心、 も高まったと 捉える。 

  

9 ため い き 3l 84 

凹 ささやく 14 84 

11  つ かれはてる 58 92 

12  なかんばかり QU 73 

l3  かわいそ う 78 100 

14  お らい   し 11 84 

15  用 七 、 ぶ か い 17 73 

16  さ けぶ 64 89 
  

@
 
7
 

9
 
O
 

り
 

4
 
7
 

n
O
 
6
 

る
で
 

の
 

ま
 

 
 

き
明
 

だ
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@
 
8
 

 
 

学級全体平均 @  44 89 

表 4 の学級全体の 平均は，事前では 44% で低い。 

それは，文章を 読んでも意味の 理解に抵抗があ り， 

学習に対しても・あ まり関ニ が 持てない状態と 捉え 

る 0 

それが・学習終了時には・ 89% と上昇し 2 倍以上 

の伸びであ る。 音読をする時，言葉の 意味理解がで 

きると，読んでいても 楽しいし生き 生きと学習に 

参加できるよ う になった。 

グ   

仮説 2 の成果 

言葉や文・文章に 着目した学習活動を 取り入 

れると，子供は 叙述に即した 読みを想像豊かに 

イメージし意欲的に 取り組む学習ができ。 子 

供の読みの変容を 捉えるのに有効であ ることが 

確認できた。 
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Ⅷ 今後の課題 

Ⅰ 毎時間の全文通読の 時間の確保と 読ませ方の工 

夫。 

。 2  「題名から思い 出す言葉」「言葉からの ィメ - ジ 」 

や「叙述に即した 読みの想像力」等の 質的変容の 

育成についてのあ り方。 

3  個に応じた読みの 指導と援助のあ り方。 

4  深まりのあ る話し合い活動の 組織化と効果的な 

実践方法。   

おわりに 

この 6 ケ 月間・研究テーマやワープロ 操作等の研 

修 とた い へん有意義な 時間を過ごさせていただき。 
せ 

本当に有り難うございました。 研究所での収穫を 今 

ノ 

  本を読む 字を書くお話を 聞く 発表する 後の教育実践に 生かして い こ うと 思います。 

図 13 「国語学習の 関し」の事双・ 事後の調査 
研究を進めるにあ たり，教科指導員の 山城ちえ 子 

先生，研究員の 先生方． また，   快 く 送 0) 出していた 

図 13 のグラフで ， 特に，注目するところは ，「 発 だい た仲田校長先生，研究及び 検証授業に ，ご 協力 

表する」の項目であ る。 事前の 14% に対して，事後 下さいました 諸先生方に感謝致します。 

が 57% になり 4 倍以上の伸びであ る。 それは，学習 最後に，懇切丁寧にご 指導下さり，いつも 温かく 

指導計画の中に 意図的・計画的に 話す活動を取り 入 見守もり励まして 下さった研究所の 田中所長， 高 原 

れた結果だと 捉える。 先生・ 営間 先生に心より 感謝申し上げます - 

また・音読で 声を出し書く 活動で発表の 原稿が 

できているので ，自信を持って ， 進んで「発表する」 主な引用文献・ 参考文献 

につながったと 考える。   有定 稔雄 「イメージ化の 読み」 明治図書 

  本堂 寛 監修 1 「国語科の基本的能力」 

(2) 聞 く   25 「叙述情景・ 心情の指導」 

学習活動の中で ，発表することができるとうにな   27 「総合物語文の 指導」 

ると，関連して 聞く態度もよくなってきた。 「話す」 国語科の基本的能力の 指導体系 明治図書 

と「聞く」活動は ， 切り離して捉えることなく ， 一   青木 照明 「 語ぃ ・語句の効果的指導法」 

体であ る事が理解できた。 小学校国語科授業技術全書 2  明治図書 

  倉沢栄吉・藤原宏 編 「読解・読書指導事典」 

仮説 3 の成果   第一法規 

自分の考えを 友達の発表と 比較しながら 聞く   興 - 氷 菓 「国語科基本用語辞典」明治図書 

ことは・読みを 広げ。 深めることができ ，また，   「 円 、 学校指導書 国語 編 」 文部省 

発表することで 有能感を味わい ，それが学級の 

  人間関係までも 友好的な変容を 促すことができ 

尤   ，   
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